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３ 指導の重点 

（１）各教科、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動 

ア 各教科 

（ア）学園研究を通し、継続的に３校教員が授業を参観し合い、自らの課題を明確にした授業改善に取り組むこと、

また「鷹南版小・中一貫カリキュラム」「鷹南スタンダード」を活用し、９年間の連続性と系統性のある学習

を行いながら、児童・生徒の自己調整力の高まりを目指す。 

（イ）児童・生徒が学習の自己調整力を身に付けるために、「見通し→活動→振り返り」のサイクルを学園共通の授

業展開とし、自分に合った学び方を選択したり、学びを自己調整したりできる力を育てる。 

（ウ）児童の確かな学力の育成に向け、計算チャレンジや中原小みたか地域未来塾など、個に応じた課題に取り組む

ことですべての児童が自立した学習者となることを目指す。また家庭学習（自主学習）の充実に向けて６年間を

系統表にまとめるとともに、家庭学習（自主学習）の意図や支援方法を保護者会で説明し、家庭や保護者と共有

する。 

（エ）算数において「東京方式習熟度別指導ガイドライン」に沿った習熟度別学習を低学年から推進し、

補充的な学習と発展的な学習を強化する。「東京ベーシックドリル」の診断テストを年間３回行い、

個々の児童の課題を明らかにするとともに、その分析から課題のある領域に焦点を当てた取組みを全

校で行う。 

  （オ）中・高学年では一部教科担任制、低学年において交換授業等を実施し、学年で協働しながら授業改善及び質の

高い授業を創造するとともに、学級経営だけではなく、学年経営の意識をさらに高める。 

  （カ）「自ら学び、よく考えて、行動できる力」の育成に向け、デジタルの活用や学校支援ボランティアとの連携等

により、一人ひとりの特性や学習進度、学習到達度等に応じた指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定

を行う「指導の個別化」と、一人ひとりの興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じた学習活動や学習課題に

取り組む機会を提供する「学習の個性化」を推進し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。 

（キ）より良い社会の担い手になるように、６年間の系統的な情報活用能力をまとめた「学習用タブレット端末活用

推進プラン（中原小ミニマム）」を基に、ICTを主体的かつ適切に活用する力を目指す。また、情報モラルにつ

いては代表委員会等、児童主体となる取組を中心にデジタル・シティズンシップ教育を推進する。 

（ク）全国学力学習状況調査や全国・東京都体力・運動能力、運動習慣調査等の各調査結果を分析し、本校の課題を

明らかにしたうえで、その改善策を立て、実行していく。その際に児童主体の取組となるよう配慮する。 

 

イ 特別の教科 道徳 

（ア）「特別の教科 道徳」を要とし、教育活動全体を通して人権尊重の理念を基盤とした道徳教育の充実を図り、

児童に規範意識と思いやりの心を養うとともに、自尊感情・自己肯定感を高める。 

  （イ）道徳的諸価値の理解、自己を見つめる、物事を多面的、多角的に考える、自己の生き方についての考えを深め

るため、「考え、議論する道徳」を行う。また、学年で協働した授業づくりに取り組みながら授業力を高め、児

童の道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育成する。 

  （ウ）道徳授業地区公開講座において、テーマを設けて公開授業及び地域・保護者を対象とした講演・意見交換等を

行い、地域の人財等の教育力を生かしながら家庭や地域と一体になった道徳教育を推進する。 

  （エ）本校のいじめ防止等のための対策に関する基本的な方針をすべての教員が十分に理解したうえで、いじめの未

然防止に努め、早期発見・早期解決を図る。また毎週末「人権感覚チェックシート」の確認を行い、教員の人権

感覚を磨くとともに、いじめに対する鋭敏な感覚を醸成する。 
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  （オ）デジタル・シティズンシップ教育の推進のため、活用型情報モラル教材「GIGAワークブックとうきょう」を全

学年で活用し、保護者・地域と連携しながら行い、デジタルを積極的に活用しながら自らよりよい良い生活を

築ける児童を育成する。 

 

ウ 外国語活動・外国語 

（ア）１・２年生は年間で１５時間の外国語活動の授業を実施する。 

（イ）３・４年生は年間３５時間の外国語活動の授業を、文部科学省作成の「Let's Try!」を活用して実施する。 

（ウ）５・６年生は年間７０時間の外国語の授業を実施し、パフォーマンス評価を取り入れたパフォーマンスチャレ

ンジを学期に１回以上実施する。 

（エ）三鷹 GLOBAL FUTURE PROJECT（GFP）を効果的に活用し、英語を使ったコミュニケーションを行う多様な機

会の創出することにより、英語を介したコミュニケーション能力の向上および国際理解教育の推進を図る。 

（オ）「鷹南版小・中一貫カリキュラム」に基づき、中学校に円滑に接続できるようにするとともに、コミュニケー

ションの素地となる力と国際的な感覚をもつ児童の育成を目指す。 

（カ）ALTや英語指導専科講師を効果的に活用し、指導の改善や工夫を行い、外国語活動及び英語教育によるコミュ

ニケーション能力を育成する。 

（キ）相互乗り入れや学園研究での教科部会、授業参観等を通した中学校教員の専門的な英語授業や研修等を活用

し、教員の指導力向上を目指す。 

 

エ 総合的な学習の時間（通称「なかはら」） 

（ア）児童の問題意識に基づく問題の設定を行うともに、地域人財を生かした教育資源の有効活用、学習用タブレッ

ト端末等、リアルとデジタルとを最大限活用した学習を実践し、児童の問題解決能力やコミュニケーション能力

を高める。 

（イ）長期休業中等において、３年生８時間、４年生８時間、５年生１０時間、６年生１０時間、学校外での探究的

な学習を行う。その際、家庭や地域と連携し他者と協働しながら、主体的に課題解決する力を育成する。 

（ウ）キャリア・アントレプレナーシップ教育においては「問題の明確化」→「計画」→「実行」→「外部評価」→

「再実行」→「まとめ」（評価を含む）等、探究のサイクルを各学年で展開し、課題を前向きに捉え、チャレン

ジし続ける力を育成する。 

（エ）地域学習を系統性・連続性をもたせて指導することで、児童を取り巻く地域環境への理解と地域への愛着を深

める。 

（オ）スクール・コミュニティ推進員やコミュニティ・スクール委員会サポート部との連携を強化し、地域の関係団

体や地域人財、地域資源を有効に生かすことで学習をさらに充実する。 

 

オ 特別活動 

 （ア）学級や学年での話し合いや係活動、当番活動等を意図的・計画的に行い、自己の役割を自覚するこ

とができるようにする。活動の中では、自己選択や自己決定、児童の意思や調整力を尊重し、自己有

用感や自治の力を育成する。 

（イ）一人ひとりの児童を大切に思い、丁寧に指導することにより、「自分が好き、学校が好き、先生が

好き」のように、学級や学年、学校への支持的風土を醸成し、安全・安心・快適な環境（集団）を目

指す。 

（ウ）たてわり班活動（全校オリエンテーリングやきょうだい学年活動も）等、目的を明確にしたガイダンスを効果
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的に行うことで児童同士の関わりを充実し、より良い人間関係を築く力やリーダーシップ、フォロワーシップ等

を育てる。 

（エ）児童・生徒会の定期的な交流や中学校体験、部活動体験、合唱コンクール見学等を通して、児童の学園への所

属意識やパートナーシップの伸長を図る。 

（オ）学期ごとに記入するキャリア・パスポートを年間２回の個人面談で活用し、児童の学習状況やキャリア形成を

保護者と共有するともに、児童自らが自身の変容や成長を自己評価し、学習や生活を自己調整できるようにする。

また、中学校進学時の資料として活用する。 

（カ）クラブ活動においては、異学年（４～６学年）の児童が必ず同一クラブに所属するよう構成し、異

年齢の児童同士で協力して共通の興味・関心を追究する集団活動の計画・運営に自主的に取り組むこ

とを通して、児童の「自主性」と「社会性」を育てる。 

（キ）「ＳＯＳの出し方に関する教育」に係るＤＶＤ教材等を活用した授業を第６学年で実施し、多様な人間関係の

なかでよりよく生きる力や自分が困ったときに助けを求める力を育成する。 

 

（２）特色ある教育活動 

  ア コミュニティ・スクール委員会サポート部やスクール・コミュニティ推進員、学校支援ボランティア、学生教育

ボランティア、中原小みたか地域未来塾学習支援員等の協力を得ながら、保護者・地域の人財と積極的に連携し、

豊かな体験活動を行うとともに算数中心に各教科等において個に応じた対応をしながら早期つまずきの解消を図

る。 

イ 学園への帰属意識を高めるため、児童主体となる学園あいさつ運動や、児童会・生徒会交流、中学校体験、部活

動体験等の小・中交流、全学年で年２回の小・小交流等を行う。 

ウ コミュニティ・スクール委員会や地域諸団体と連携し、地域や学校関連団体が主催する活動に、保護者・教職員

の参加を促し、学校が核となって家庭・地域との一体感を強化しつつ児童・生徒の健全育成を行う。 

エ 音楽を通じて児童の感性を育むため、地域人財と連携した「中原小合唱団」の活動を放課後等の時間を利用して

行う。 

 

（３）生活指導・進路指導 

ア 生活指導 

（ア）「より良い生活を自ら築き、意欲的に生活する児童」の育成のために、児童・生徒が目標をもって主体的に学

校生活を送れるよう「自己調整力」の育成を目指す。そのため、「鷹南スタンダード」や「中原小学校のきまり」

などを基に、日常的な生活指導について、全員で一致協力した指導の徹底を図るとともに、児童自らが主体的に

生活をより良くしようとする機会を大切にして、みんなが楽しい生活の基盤を固める。 

（イ）小・中一貫の視点での生活指導を充実していくため、「鷹南スタンダード」を基に、日常的な生活

指導について学園運営委員会で情報交換し、学園で共通理解して取り組む。特に、問題が起きてから

の取組みではなく、先を見通した生活指導を学園共通で実践する。 

（ウ）校内のいじめ対策委員会が中心となって、いじめ防止年間計画に基づいた定期的な会議、研修等を行い、すべ

ての教職員がいじめの定義を正しく理解し、未然防止に努め、早期発見・早期解決を図る。 

（エ）外部講師や三鷹警察などの関係諸機関と連携して、セーフティ教室や薬物乱用防止教室を実施し、

万引き防止や不審者対応、情報モラル、薬物乱用防止等についての学習を通して、児童の健全育成と

ともに家庭や地域からの理解を深めるようにする。 

（オ）適切な援助希求行動ができるようにするために、全学年で児童・生徒向け動画「心のＳＯＳに気づこう」を 活

第２表の３ 



鷹南学園三鷹市立中原小学校 

用するとともに、第６学年の保健学習において、「ＳＯＳの出し方に関する教育」（ＤＶＤ使用）を用いた学習

を行う。 

（カ）登校しぶり、長期欠席・不登校児童について、「登校支援シート」を活用したり、「適応支援教室Ａ-Ｒoom」

等の関係機関と連携したりしながら組織的な対応を行い、オンライン授業も含めた学びの保障に努める。欠席１

日で電話連絡をし、続けて３日休んだら家庭訪問を実施し、保護者と連携した対応を行う。また、児童の居場所

づくりとして、保健室・職員室・相談室・校内支援教室を活用し、児童の個別支援や教室復帰・登校に向けて支

援を行っていく。さらに、毎週金曜日に校内支援委員会及び生活指導夕会を設定し、児童が抱える課題について

情報交換を行うとともに、具体的な指導内容や方法について共通理解を図り、「チーム中原」として協力体制を

整えた指導を行う。 

（キ）全教職員が児童の意見を十分尊重し、児童一人ひとりを大切に思い、丁寧に聞き取りを行いながら指導するこ

とにより、児童の意見を聞く機会を確保する。児童が自己評価できる学校生活アンケートを毎学期実施し、児童

の意見や思いを聞く手だての１つとして活用する。 

 

イ 生き方・進路指導 

（ア）年間指導計画に基づき、計画的かつ継続的な生き方・進路指導を行うことで、児童に自己有用感・自己肯定 

感をもたせ、夢や希望をもって生き抜く力の育成を図る。 

（イ）９年間を見通した連続性と系統性のあるキャリア・アントレプレナーシップ教育に取り組む。６年生では、地

域人財と連携したキャリア教育「職業人の話を聞く会」を東台小学校と連携して行うことで、児童が自己理解を

深め、将来に向けたキャリア形成に対する意欲を高める。 

（ウ）「キャリア・パスポート」と連携させて活用し、自身の変容や成長を自己評価させるとともに、個々の児童の

実態を教職員が理解し、協力して指導していくようにする。 

（エ）６年生の部活動体験や中学校体験により、中学校への希望と意欲の向上を図る。 

 

（４）教育支援 

ア 「三鷹教育支援プラン２０２７」に基づきすべての学級の教育支援の在り方について、教育支援コーディネータ

ーを中心に教職員や支援スタッフとの連携を強化し、学校全体の支援体制を構築・調整していく。児童の居場所づ

くりとして、保健室・職員室・相談室・校内支援教室を活用し、児童の個別支援や教室復帰・登校に向けて支援を

行っていく。 

 

イ 教育支援研修を実施し、小学校での校内通級指導を十分に機能させるとともに、通常の学級でのユニバーサルデ

ザインを意識した指導の充実を図り、教員や保護者の共通理解のもとに支援の充実を図る。環境の改善と授業改善

により、児童の物理的・精神的不安を解消して、安心して通える学校づくりに努める。 

 

ウ 教育支援コーディネーターを中心に、月１回の校内委員会と必要に応じて臨時委員会を実施し、支援が必要な児

童の理解と全校での対応を共通理解し、役割分担して組織的に対応する。 

 

エ 個別指導計画と個別の教育支援計画を作成し、児童の指導に十分に活用するとともに、指導の記録を蓄積して効

果的な指導について共有していく。また、学年の引継ぎの際にも活用して、担任や担当が変わっても継続した指導

を行っていく。 

 

オ 校内通級教室拠点校として、学園全体の教育支援体制の充実とともに通級教室の担当教員の専門性を広く活用

し、全教員が発達に課題のある児童の特性や対応策・支援法についての理解を深める。教育支援の保護者面談では、

担任だけでなく、複数の教職員や教育支援コーディネーターも参加し、児童の支援状況や課題について共有・協議
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を行い、保護者との連携を強化し、効果的な支援を検討していく。 

 

（５）体力・運動能力の向上 

ア 体力の向上を継続的な課題と捉え、全国と東京都の体力・運動能力・運動習慣調査の結果を分析することで学校

の課題の明確化と取組みの重点化（７年度は柔らかさ、８年度は敏捷性）を図り、評価・改善を行う。また、スポ

ーツフェスティバル、短なわ跳び、長なわ跳び、持久走（さわやかマラソン）等、発達段階に合わせ、自己の目標

を明確にし、体力の向上を目指す。 

 

イ オリンピック・パラリンピック教育のレガシー「学校 2020レガシー」として、体育の授業やスポーツフェステ

ィバル等では、運動技能の向上だけでなく、「ルールを守って相手を尊重する心」 や「目標に向かって努力する

心」の育成に努める。 

 

ウ 毎学期初めに、「すこやか調べ」を実施し、地域・保護者や学校栄養士と連携した活動を展開することで、家庭

と学校が協働し、児童が自己の健康状態、生活習慣、食の重要性を考えられるようにする。また、給食主任や養護

教諭を中心に、栄養士と連携して総合的に健康教育を推進し、食育の取組みやアレルギー対応、健康的な基本的習

慣の定着を図り、生涯にわたって心身共に健康な生活を送るための基礎を培う。 

 

（６）その他 

  ア 人権教育 

  （ア）「なかはら人権週間」を設け、学年の発達段階に応じた指導や人権標語作りや人権集会をすることで自分事と

して身の回りの人権課題に目を向け、解決しようとする態度を育む。 

  （イ）教員の言動が、児童の良好な育成環境の手本となるようにし、学校全体の言語環境を整えることで人権尊重

の理念に対する理解を深める。 

 

  イ 幼・保・小・学童連携 

幼保小の架け橋プログラムとして１年生や５年生による幼・保との交流会や幼・保・小・学童教員の情報交換会

を行い、スタート・カリキュラム作成に生かし、滑らかな接続を図る。 

 

ウ 読書活動の推進 

年間を通して、朝読書（週１～２回）・読書週間（学期毎に１～２週間）を設け、学校支援ボランティアや教職

員、児童による読み聞かせを実施し、土曜日学校図書館でのイベント開催など、日常的に読書活動を充実させる。 

 

  エ 小・小連携 

生活科や総合的な学習の時間、特別活動を中心に中原小学校と東台小学校教員同士が連携・協働しながら、学習

内容・方法等を検討することで教員の授業力向上を図る。また、計画的に実践することで児童の学びに対する意欲

を向上させ、学びを広げ深めるとともに児童同士の友好関係を築く。 

 

  オ 平和教育 

「三鷹市平和の日」（１１月３０日）を含む１１月を「平和教育月間」とし、児童・生徒の平和意識の醸成を図

る。全学年で戦争や平和に関する道徳授業やゲストティーチャーを招聘した講演会などを実施し、平和への思いを

次世代に継承できるよう取り組む。 

 

第２表の５ 


